
広げよう！おたがいさま
～たすけ合い・ささえ合い・おらほの宝～

登米市生活支援体制整備事業

社会福祉法人 登米市社会福祉協議会
©2016 登米市社会福祉協議会



元気で住み良い
登米市にするための

①社会参加
②“おたがいさま”

の支え合い
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ねぇねぇ
最近めっきり子どもの姿が見え
なくなったねぇ。
わたしらの行政区でも、お年寄
りがほとんどになってきたよ・・・
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『少子高齢化』がこの登米市でも進んでるんだよね～
高齢化率はどんどん高くなっているのに、人口は減っているのね。
これって、若い人たちも減ってるってことよね。

３人に１人が高齢
者だもんね～
子どもの声も聞こえ
ないはずよ。

データ：総務省国立社会保障・人口問題研究所

H30.4月末
人 口/80,404人
世帯数/27,304世帯
高齢化率/32.7％
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デイサービスの車は、
頻繁に見かけるよう
になってきて、介護
保険使う人も多く
なったわね～ 隣のおじいさんもヘルパー

さんを使ってるしね・・・
わたしらも、将来お世話に
なるんだろうね～

とめデイサービス

ＴＭデイサービス
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わたしは夫もいないし、家
族も遠くにいるし、介護が
必要になったら、老人ホー
ムにでも入るからいいんだ～

子ども達と同居する家庭
も減ってきて家族介護も
期待できないしね～
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ちょっと待って下さい！
さきほど、人口減少で
若い人もいなくなると
話されてましたよね。

それは、「介護サービスを
支える人も減っていく」
ことにもなるんです！

まあ！
それはたいへん!
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5.4億

3.8億

3.4億

2.4億
2.6億

単位（千円）

データ：登米市ホームページより

登米市の介護保険料 基準額：71,856円（月/5,988円）
※収入や加入している医療保険の種類によって算出方法が異なる。

３年に１回改定。（現行：H27～29）来年改定。

介護サービスに関わる
お金も年々増えていく
一方です。
介護給付費は、半分
を皆さん方が納める
介護保険料、もう半
分を公費でまかなって
います。つまりどちらも
住民負担ですね…
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介護保険料

このまま介護サービスを使
う人が増えれば・・・
大増税や保険料の大幅
ＵＰはさけられません。収入も減ってきて、年金暮ら

しなのに増税や保険料の
UPとなると、人口も減ってる
から一人ひとりの負担も増
えるのね・・・
それはキツイわね。。。
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2025年（H37）に向けた介護人材需給推計
（厚生労働省）

介護職員約253万人必要
⇒ 供給見込み約215万人

都道府県で最も不足 ⇒
宮城県（充足率：69％）

2017年（H27）充足率：84.4％
2020年（H32）充足率：76.9％
2025年（H37）充足率：69.0％

37.7万人不足

人材不足も否めません！
厚生労働省では、2025
年に向けた介護人材需
給推計を出していますが、
宮城県が一番不足して
いるんです！！
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つまり…介護サービスを
使いたくても使えない
時代が来る!!
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それは困った！！
さて、どうしよう・・・

今、できる
ことは２つ
あります！
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ひとつは、自分自身が介護の
お世話にならないよう、介護
予防に努めることです！つまり、

『健康寿命の増進』です。
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健康寿命とは、認知症
や寝たきりにならないで
元気で暮らすことがで
きる期間の長さを言い
ます。
健康寿命を長くするこ
とで、要介護状態にな
ることの抑制や、介護
給付費の減少にもつな
がります。

参考：宮城県第２次みやぎ２１健康プラン（Ｈ２２市町村健康寿命※要介護２以上の認定者をもとに算出） 14



健康長寿には左図の３つの柱があ
り、その中でも『社会参加』が重要
で、社会性の低下が体や心の活発
さを失い、栄養摂取を低調にし、体
を弱くするのです。
つまり…
社会参加が減る＝虚弱化の進行

と言えます！！

基礎体力を維持する運動

外出・交流を行い社会参加を促進

栄養バランスの良い食事

参考：東京大学高齢社会総合研究機構
（2012年）

健康長寿３つの秘訣
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これまでは、要介護予備群を中心に介護予防体操などで健康を維持してきましたが、

今後は、全ての高齢者が様々な活動を通して効果的な介護予防を実
践していく必要があります。「体操は苦手だけどカラオケやグラウンドゴル

フは大好き」な人は好きな活動を続けることで結果的に効果
的な介護予防につながります。

カラオケなどの趣味活動 グラウンドゴルフなどの運動 ウォーキングや散歩 ミニデイなどのお茶っこ飲み16



このように、外に出て仲間と集まって楽しい時間を過ごすことは、

『閉じこもり予防』『孤立予防』につながります。
また、『地域内の自然な見守り』につながり、助け合い・
支え合い活動の基盤になります。

最近、グラウンドゴルフ来な
いようだけど、かわりねすか～
何か困ってることあったら、
おでってするよ～。
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ふたつめは、高齢になっても住み
慣れた自宅で自立した生活を送
れるよう、

『支え合いの
地域づくりを行う』ことです。
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地域での高齢者の暮らしは、介護サービスだけで支えられている
わけではなく、また介護サービスを利用しないで暮らしている高
齢者の方が圧倒的に多いのです。
また、ひとり暮らし高齢者も増えています。

行政制度・サービスへの期待（依存）も高まります
が、人口減少により税収も減ってきます。
『自分だったら将来支え合いの〇〇があると助かる』
を今のうちから考え、行動することが重要なのです！

高齢者の生活時間調査
では、ひとり暮らし高齢者
は、「一人でいた時間が
11時間18分」と、一日
の大半を占めていること
が分かった。
出展：「平成28年社会生活基
本調査結果」（総務省）
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登米市内でもこんなに地域性が違います。（データ：H29.1月末）

助け合い・支え合いは公的サービスでは無理！
地域の実情に応じた形で行いましょう！

ちなみに・・・同じ市内でも状況は様々です。
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例えばこんな支え合い・・・
Q．今後在宅で利用したいと感じるサービス・取り組みは？
（H29.3月登米市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書より）

見守り・声掛け訪問外出支援（通院・買い物・サロン等） 緊急通報システム

※緊急通報システム＝在宅のひとり暮らし高齢者や、身体障害者などに対し、急病などの緊急事態に対処する
ため緊急通報装置の設置をしています。緊急時の連絡先を３件まで登録できます。利用料は無料。
申請は登米市各総合支所市民課窓口 21



他にもこんな支え合い・・・

お茶っこ飲み
話し相手

犬の散歩代行買い物代行

ゴミ出し家事支援

調理支援 健康づくり 22
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“誰かとつながること”
“つながる場づくり”

を意識的に!!



活 動

話し合い

気づき

まずは話し合い。
ずっと住み続けられる地域にはどんな
活動が必要か？
みんなで一緒に考えます。

活動することで、新たなつながりや
活動者の生きがい創出、地域の活
性化につながります。

活動の中で、様々な課題への気づ
きにつながります。問題解決に向け
た次の展開がみえてきます。
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地域の支え合いサイクル
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